




Change of Local Communities in Suburban Rural Communities :















































































































上草柳村，下草柳村が合併して鶴見村となり，1943 年（昭和 18）に大和町となり，1959 年（昭和
34）には旧渋谷町の一部であった上和田，下和田，福田と合併して今日に至っている。中央部には
東西に相模鉄道（相鉄線），南北に小田急江ノ島線が，北部には東急田園都市線が乗り入れている。
また，道路網も国道 16 号，246 号，467 号のほか，県道 4 線が縦横に通っている。近くには東名高
速道路横浜町田インターチェンジに近いなど，交通の利便性に恵まれている。
　地目別土地面積の総面積では，平成 20（2008）年現在，27.96㎢で，そのうち宅地 13.69㎢（51%），




















　都市化は進み，1942 年（昭和 17）には 7,064 人だった人口がこの頃から急激な人口増加が続き，
1944 年（昭和 19）には 21,425 人となり，この年に大和村から大和町となった。1956（昭和 31）に






45）に 10 万人，1992 年（平成 4）に 20 万人，2015 年（平成 27）には，人口 232,621 人，世帯数
101,828 世帯となっている。

























業農家が増加している。高度経済成長期が始まった 1960 年（昭和 35）の農家総数は 1,248 戸も存
在していたが専業農家は 344 戸，兼業農家が 904 戸であった。高度経済成長期が終わったとされる







ことがわかる。こうした農地の転用状況を 2012 年（平成 24）の統計でよると，つぎの通りである。
　転用総数 115 件（46,531㎡），その内訳は農家住宅 1 件（241㎡），一般住宅 71 件（25,592㎡），共
同住宅 17 件（7,838㎡），倉庫・駐車場・資材置場 24 件（1,252㎡），その他の用地 24 件（11,608㎡）












































戦前まで自衛消防団が組織されており，団員には下草柳地区に居住する 18 歳から 40 歳までの男子
が各家から必ず 1 人が加入していた。下草柳の消防団は，中村班，六軒班，大下班に分かれていて，
各班には班長がいた。第二次世界大戦前までは，下草柳全体の部落長がおり，イムラには 1 名ずつ






　戦後，村落組織は次第に自治会組織へと移行し，現在の自治会は，中央 1 丁目，中央 2・3 丁目，
［都市近郊農村における地域社会の変化について］……鈴木通大
397











　中央 2・3 丁目自治会は，大和駅の西側，相鉄線の北側に位置し，下部組織は 4 区に分かれ，1
区は 13 班，2 区は 12 班，3 区は 16 班，4 区は 12 班から構成されている。班は，戸数増加すると
新しく誕生するが，マンションの場合は独立して 1 班を形成している。
　中央 6 丁目自治会は小田急線の西側，相鉄線の南側に位置し，住居表示時には下草柳自治会と称
していたが発展的に解消し，中央 6 丁目自治会となっている。下部組織は 3 区からなり，1 区は 13
班，2 区も 13 班，3 区 10 班から構成されている。
　班は，5 軒から 30 軒の軒数の単位で構成している。各自治会は全員の入会が原則であるが，現
実には入退会は自由である。







　中央 2・3 丁目およびその周辺に居住する者（世帯主）が会員となっている。役員は，会長 1 名，







本会の会計年度は，毎年 4 月 1 日に始まり，翌年 3 月 31 日に終わる。経費は，会費その他の収入









を対象にし，月額会費 250 円のところ 100 円としている。役員は，副会長が 3 名，総務 4 名
（部長 1，書記 1，庶務 2）となっている。
　中央 6 丁目自治会の場合，班長は会員の互選であるが，1 年交代による家の並び順の順番制になっ
ている。班の構成は，構成員の増減に応じて再編成する。班長の仕事は，市の依頼を受け，「広報












　自治会の行事は，おおむね 4 月に総会，奇数月に役員会，8 月に夏祭り・盆踊り，9 月に秋祭り，








柳地区は中央 2・3 丁目自治会をはじめ，相模大塚北，上草柳西，上草柳東，中央 4 丁目など，コ
スモ大和などの 13 自治会，柳橋地区は中央 6 丁目自治会をはじめ柳橋，中央 7 丁目，草柳などの
14 自治会である。
　第 32 回草柳地区秋季大運動会は，平成 7 年 10 年 8 日（日）に草柳小学校の校庭で午前 9 時から
開催され午後 4 時に，第 41 回柳橋・中央地区親善体育祭は，平成 26 年 10 月 12 日（日）に引地台






















































































　年中行事では，多くの行事が滅失するなかで，1 月 14 日のドンド焼きの習俗が続いている。深





















































ている連である。第 1 回は 1977 年 7 月 3 日の日曜日に開催され，第 2 回までは毎年 7 月の最終土









トとなり，地域社会に定着化しつつある。しかも，この大和阿波踊りは毎年 5 月 3 日におこなわれ
ている国際的規模をもつ大パレードとして内外の注目を集めている「横浜みなと祭」の国際仮装行
列にも参加するようになり，平成 9 年（1997）の第 21 回からは「神奈川大和阿波おどり」と称し，
























もいわれる踊り手と約 15 万人の見物人が繰り出る賑わいになっている。第 1 回の時は，踊り手が






うな条件のなかで，第 19 回は 1995 年（平成 7）7 月 29 日（土）・30 日（日）の両日に，次のよう
な内容で実行された。このときは，阿波おどりの会場となる各通りは歩行者天国となり，交通が規
制される。
　29 日 午後 5 時 30 分 ─ 午後 9 時 阿波おどり
　30 日 午後 1 時 40 分 ─ 午後 4 時 30 分 歩行者天国，各種イベント


















































































伝統的な地域社会 旧住民 氏子 祭り カミ 聖地（境内） 演者 閉鎖的





























（ 5 ）　　前掲書，渡辺，1991 年。なお，渡辺は 1983 年
に『都市と農村の間─都市近郊農業史論』（論創社）で
古代から近世までの歴史概観を出版している。
（ 6 ）　　前掲書，渡辺，323 頁。

















参照。なお，2009 年（平成 21）には，総数 138 件（86,351㎡）



































〈利用状況〉昭和 38 年度（9），39 年度（195），40 年度












11 月，• 最高 1 日 5 組のカップル，結婚相談の申込み，
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